
令和５年7月10月11月、家庭教育部1～6年の保護者で下校パトロールを実施致しました。

その中で気づいた、保護者目線の感想と注意点をお知らせします。

ご家庭で、もう一度交通ルールや危険と思われる箇所をご確認いただくとともに、

登下校の仕方について話し合ってください。

令和5年度下校パトロール概要　

【実施日時】令和５年７月　　８月　　１１月

【実施者】Aコース10名　Bコース8名

【実施コース】

Aコース：正門～プール裏～クレアガーデン持田前～湯渡橋～附属中前～正門　

Bコース：持田幼稚園～南町郵便局～気象台前～東署前電停付近～気象台前～正門

【Aコース】

・交通量が多く危険を感じる（湯渡郵便局）

・自転車の交通量、広がって歩く子が多数で危険を感じる（湯渡郵便局付近）

・信号が変わって安全確認をせずに走り出す子が多数（湯渡・松高門前）

・歩道の車道側を走っている子が多数（湯渡・松高門前）

・道に広がって歩き目視が少ない（小学校プール裏）

・道路に出る際の左右確認がなく不安（小学校プール裏）

・買い物客が込み合う時間帯のため車の出入りも多く危険（ABC）

・ABCのパトロールルートが現在北側だが、子どもは南側を通学路としている。

・道の真ん中を歩く子、左右に散らばって歩く子と様々（ABC）

・夏場は水路に水があり危険を感じた（ABC)

・松高門前の信号が短いため、低学年は走ってこける子もいた

　附属小学校家庭教育部

令和5年度下校パトロール実施のご報告





【Bコース】

・気象台に行く道は狭いが、広がって歩き車のギリギリを歩く。（注意したが話に夢中で聞かず）

・西隆寺P横は車のスピードが速く危険

・西龍寺近く工事中、工事車両が多数で危険

・死角が多数、覗き込み必要（聖アンデレ教会前交差点）

・点滅信号で渡る子がいたので声をかける（電停）

・信号待ちで道路いっぱいに広がる。曜日、天候によりあふれる。（電停）


